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写真：第 3 期 ASV を推進するために製作した Honda ASV-3 実験車両．
図：Honda ASV-3 の運転支援システムで用いた車載システムの搭載図．青色部分はセンシング機能部品（デバイス），橙色
部分はアクチュエータ，緑色部分はヒューマンマシンインタフェースである．

（特集：「地上交通システムをより知的に」の「先進安全自動車（ASV）における運転支援システム」（pp. 517-522）参照）




